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螺旋度に大きく依存する単層カーボンナノチューブ（SWNT）の電子
態や光学特性を実験的に詳しく調べるには、一本の SWNT に対する測
が必要である。我々はアルコール CVD 法により Si 基板上に架橋成長
せた SWNT の試料を用い、顕微分光法により単一の SWNT の発光ス
クトル測定を行っている[1,2]。 
前回、室温における様々な螺旋度の単一 SWNT の発光スペクトルにつ
て報告し、その線幅の直径依存性から電子・格子相互作用について議

した。今回我々は、より詳細な光学特性（線幅等）を知るため、同一

ンプルの低温（300‐4 K）測定を行った。すると低温（＜100 K）に
いて、CW レーザー励起にもかかわらず発光スペクトルのピーク位

・強度が時間とともに揺らぐという現象が見られた。下図は時間を変

てとった同一の単一 SWNT の発光スペクトル例である。ピークがシフ
、またはいくつかの山に分裂し、ブリンキング，スペクトル拡散が起

ていることがわかる。この現象

、低温下で SWNT の欠陥や吸着
子などによって生じるシュタ

ク効果がその原因のひとつと

えられる。 
このほか、スペクトル拡散の励

光強度依存性，室温と比較した

光スペクトル形状の変化の起

についてもあわせて議論を行

予定である。 
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単一 SWNT (7,5)の発光スペクトルの

時間依存性 at 50 K 
 


